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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円形筏に取り付けられる円形状の上端と、
　５以上の縁部を含む多角形状の底面と、
　前記底面の周辺部と前記上端との間に延在する側壁と、を有し、
　それにより容積減少が制限されかつ負荷分布が均一化されていることを特徴とする水産
養殖網。
【請求項２】
　前記多角形は、外接円に内接しており、前記多角形は、前記外接円に内接する正方形の
表面積よりも大きい表面積を有していることを特徴とする請求項１に記載の水産養殖網。
【請求項３】
　前記底面が正八角形状をなすことを特徴とする請求項１または２に記載の水産養殖網。
【請求項４】
　前記水産養殖網は、チェーンリンクフェンスから作製されていることを特徴とする先行
する請求項のいずれか一項に記載の水産養殖網。
【請求項５】
　前記八角形状は、頂角４５度の二等辺三角形状をなす８つの部分によって形成されてい
ることを特徴とする請求項３または４に記載の水産養殖網。
【請求項６】
　前記八角形は、頂角９０度の二等辺三角形状をなす４つの部分と、十字状に配置された
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５つの正方形状部分とによって形成されていることを特徴とする請求項３または４に記載
の水産養殖網。
【請求項７】
　前記八角形状は、１つのチェーンリンクフェンス単一部分から形成されていることを特
徴とする請求項３または４に記載の水産養殖網。
【請求項８】
　前記多角形状または前記八角形状の外接円の半径は、前記円形の上端の半径と実質的に
等しくなっていることを特徴とする先行する請求項の何れか一項に記載の水産養殖網。
【請求項９】
　前記多角形状または前記八角形状の外接円の半径は、前記円形の上端の半径よりも小さ
くなっているかかまたは大きくなっていることを特徴とする先行する請求項の何れか一項
に記載の水産養殖網。
【請求項１０】
　前記水産養殖網は、折畳み可能であるかまたは折り畳まれていることを特徴とする先行
する請求項の何れか一項に記載の水産養殖網。
【請求項１１】
　前記水産養殖網は、鋼線から作製されていることを特徴とする先行する請求項の何れか
一項に記載の水産養殖網。
【請求項１２】
　前記鋼線は、４．５ｍｍよりも小さい直径を有していることを特徴とする請求項１０に
記載の水産養殖網。
【請求項１３】
　前記水産養殖網は、１ｍ×１ｍ×１ｍ（長さ×幅×深さ）よりも大きい寸法を有してい
ることを特徴とする先行する請求項の何れか一項に記載の水産養殖網。
【請求項１４】
　円形筏に取り付けられる上端を有する水産養殖網の製造方法であって、
　ａ）二等辺三角形状をなす１つまたは複数のチェーンリンクメッシュ構造体を準備する
ステップと、
　ｂ）正方形状をなす１つまたは複数のチェーンリンクメッシュ構造体を必要に応じて準
備するステップと、
　ｃ）多角形状の底面を形成すべくステップａ）および／またはステップｂ）の前記チェ
ーンリンクメッシュ構造体を組み合わせるステップと、
　ｄ）前記多角形状の底面を、側壁を形成するチェーンリンクメッシュに接続するステッ
プと、
　ｅ）前記側壁を前記筏に接続するステップと、
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、円形筏に取り付けられる上端を有する水産養殖網に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水産養殖網または養魚網は、魚などの水生生物を飼育するのに用いられている。水産養
殖網は、網内の水生生物を管理および閉じ込められた状態に保ち、サメやシーライオン、
シーウルフのような捕食動物から保護する。
【０００３】
　このような水産養殖網の寸法は、かなり大きい。典型的な寸法の例は、３０ｍ×３０ｍ
×１５ｍであり、最後の寸法が水中での網の深さ、最初の２つの寸法が水面における網の
幅および長さである。網は、ポリマー線または被覆鋼線で形成することができる。単なる
例示にすぎないが、亜鉛メッキ鋼線で製作された上記寸法の網は、４トンを超える重量を
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有する。
【０００４】
　水産養殖網は、通常、金網フェンス形式（チェーンリンクフェンス形式）である。これ
は、菱形パターンに織られた鋼線からなるフェンスである。網目は、網内に閉じ込められ
る魚の寸法よりも小さい寸法を有する。各々の鋼線が、最高点および最低点を有する波状
パターンの折曲によって予備成形される。各鋼線の最高点が隣接する鋼線の最低点に連結
されることで、連続した菱形パターンに形成されている。
【０００５】
　金網フェンス形式の水産養殖網は、水生生物の管理および捕食動物に対する保護に有効
であることが実証されている。亜鉛メッキ鋼線からなる水産養殖網は、生物付着に対して
（すなわち、網目構造上に成長しうる付着物質に対して）満足できる耐性を提供する。本
発明の記載において、用語「付着物質」は、網目構造の線材料へと付着して成長する可能
性があるフジツボ、藻類、または軟体動物などといった付着生物を指す。この付着の機構
は、網目開口全体が塞がれて、網目構造内部への新鮮な水や栄養素の流入が妨げられる可
能性があるほどに頑固である。
【０００６】
　水産養殖網の主部は円形筏を有している。したがって、水産養殖網の上部は、円形状を
なしている。魚網および捕獲網は、このような筏に吊下されることで、養魚に必要な空間
が提供される。既存の実施形態（図１参照）は、円形の上端１２および正方形の底面１４
を有する（立方体）ケージをなす水産養殖網１０を提供している。側壁１６が、正方形の
底面１４を上端１２に接続している。このようなケージは広く用いられているが、主に、
２つの欠点を有している。
【０００７】
　第１の欠点は、収容容積が１１％減少することである。一例として、周囲長さが９４．
２ｍで７０７ｍ２の面積を有する直径３０ｍのケージについて考察すると、同一の周囲長
さを有する正方形ケージでは、正方向の側辺の長さが２３．６ｍで５５５ｍ２の面積を有
することになる。このケージは、正方形の底面および円形の上区域を有しているので、こ
れらの平均面積は６１３ｍ２になる。これは、円形の上区域の面積の８９％に相当する。
従って、水産養殖網の内部容積も、同程度、すなわち１１％減少することになる。この１
１％の容積損失は、網の深さを大きくすることによって補填することもできるが、これに
よって、網の重量増加を来すことになる。この重量増加は回避されるべきである。何故な
ら、網を構成している上側ワイヤは、網の全重量を支えると共に、過酷な外部条件、例え
ば、海水のような浸蝕性環境における潮流の影響を受けるという事実から、この重量増加
が、水生養殖網の寿命を大幅に低下させる虞があるからである。
【０００８】
　第２の欠点は、筏の上側円形部に加えられる不均一な負荷（荷重）分布である。正方形
の底面の四隅に対応する点に加えられる負荷は平均重量よりも２５％低いが、正方形の各
側面の中心に対応する点に加えられる負荷は平均重量よりも２５％大きい。そのため、筏
は、変形する傾向にあり、過酷な条件下では、破断する虞がある。この不均一な負荷は、
網の所定の点に余分のバランスウエイトを追加することで部分的に解決できる。しかし、
この解決策でも網の全重量が増加するので、前述した理由から回避されるべきである。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、先行技術の如上の欠点をなくすことにある。
【００１０】
　本発明のさらに他の目的は、円形筏用の水産養殖網であって、容積減少を最小限に抑え
ることができる、水産養殖網を提供することにある。
【００１１】
　本発明のさらに他の目的は、均一な負荷（荷重）分布を有する水産養殖網を提供するこ
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とにある。
【００１２】
　この技術的課題に対する最善の解決策は、円形の底面を有する水産養殖網を提供するこ
とである。しかし、チェーンリンク形式の網目は、完全な円形状に切断することができな
い。実際に、チェーンリンク形式の金網は、その構造上の理由から、正方形の網目または
菱形の網目しか製造されていない。
【００１３】
　従って、本発明の目的は、技術的に可能な限り円形状に近い形状を有する底面（例えば
正八角形の底面）を有する水産養殖網を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　一実施形態では、網の底面は、８つの二等辺三角形状をなすチェーンリンクメッシュ部
分から構成されている。これらの８つの三角形が、八角形を形成するようになっている。
【００１５】
　代替的な実施形態では、底面は、正方形の形状にあるチェーンリンクメッシュ部分およ
び等辺三角形の形状にあるチェーンリンクメッシュ部分から作製されている。
【００１６】
　さらに他の実施形態では、底面は、１つの八角形の形状にあるチェーンリンクメッシュ
単一部分から作製されている。
【００１７】
　本発明の一実施形態によれば、円形筏に取り付けられる上端を有する水産養殖網であっ
て、網の底面が多角形状をなす水産養殖網が提供される。この多角形は５以上の縁部を備
えている。
【００１８】
　好ましくは、前記多角形は、第２の円に内接しており、この第２の円に内接する正方形
の表面積よりも大きい表面積を有している。
【００１９】
　前記多角形は、好ましくは、８つの縁部を備える正八角形である。
【００２０】
　第１の実施形態では、前記八角形が８つの頂角４５度の二等辺三角形状網目構造体によ
って形成されている。第２の実施形態では、前記八角形が４つの頂角９０度の二等辺三角
形状網目構造体と十字状に配置された５つの正方形状網目構造体によって形成されている
。第３の実施形態では、前記八角形が単一の網目構造体から形成されている。この場合、
該網目構造体は、正方形状をなす網目構造体の４つのコーナが後に切断され、４つの付加
的な側辺を形成するか、または網目を作製する作業者が、八角形の網目構造体が形成され
るように、チェーンリンクを終端させることによる（下記参照）。
【００２１】
　多角形または八角形の外接円の半径は、好ましくは、上端における筏の円の半径と等し
くなっている。
【００２２】
　好まし実施形態では、水産養殖網は、折畳み可能であるかまたは折り畳まれている。
【００２３】
　本発明による水産養殖網は、好ましくは、鋼線から作製されたチェーンリンクフェンス
からなる。鋼線は、好ましくは、４．５ｍｍよりも小さい直径、例えば４．０ｍｍあるい
は３．０ｍｍの直径を有している。
【００２４】
　水産養殖網は、生物付着および腐食に対する耐性を得るために、さらに処理されていて
もよく、１ｍ×１ｍｍ（円直径×深さ）よりも大きい寸法を有している。
【００２５】
　本発明は、円形筏に取り付けられる上端を有する水産養殖網を作製する方法をも提供し
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ており、該方法は、
　ａ）二等辺三角形状をなす１つまたは複数のチェーンリンクメッシュ構造体を準備する
ステップと、
　ｂ）正方形状をなす１つまたは複数のチェーンリンクメッシュ構造体を提供可能にする
ステップと、
　ｃ）多角形状の底面を形成すべくステップａ）および／またはステップｂ）の前記チェ
ーンリンクメッシュ構造体を組み合わせるステップと、
　ｄ）前記多角形状の底面を、側壁を形成するチェーンリンクメッシュに接続するステッ
プと、
　ｅ）前記側壁を前記筏に接続するステップと、
　を含む。
【００２６】
　本発明の水産養殖網は、主に、２つの利点、すなわち、最適な容積および均一な負荷（
重量）分布を有している。
【００２７】
　本発明の特定の独立した態様によれば、三角形状をなすチェーンリンクメッシュ構造体
が提供される。この三角形のチェーンリンクメッシュは、水産養殖網の一部として、その
使用とは無関係に、製造かつ市販されてもよいし、フェンスとして用いられてもよいし、
またはフェンスの一部として用いられてもよい。前記三角形状のチェーンリンクメッシュ
構造体は、採掘およびトンネルに用いられてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】円形の上端と正方形の底面とを備える（立方体）ケージを有する先行技術による
水産養殖網を示す図である。
【図２】円形の上端と、８つの三角形部分からなる八角形状の底面とを有する本発明によ
る水産養殖網の第１実施形態を示す図である。
【図３】円形の上端と、４つの三角形部分および十字状に配置された正方形部分からなる
八角形状の底面とを有する本発明による水産養殖網の第２実施形態を示す図である。
【図４】ａ－ｂは、円形の上端と、１つの単一チェーンリンクメッシュ構造体からなる八
角形状の底面とを有する本発明による水産養殖網の第３実施形態を示す図である。
【図５】標準的な構造を有する正方形のチェーンリンクメッシュを示す図である。
【図６】本発明による頂角４５度の二等辺三角形状をなすチェーンリンクメッシュ構造体
を示す図である。
【図７】本発明による頂角９０度の二等辺三角形状をなすチェーンリンクメッシュ構造体
を示す図である。
【図８】八角形状をなすチェーンリンクメッシュ構造体を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　図２は、本発明による水産養殖網の第１実施形態２０を示している。この実施形態２０
は、円形の上端２２と、８つの頂角４５度の二等辺三角形２８ａ－２８ｈからなる正八角
形状の底面２４とを有している。網の側壁２６は、円形の上端２２に接続された矩形のメ
ッシュである。網の側壁２６は、１つの部分として設けられていてもよいし、複数の部分
として設けられていてもよい。二等辺三角形の上端は、網の底面の中心の１つの点２９に
接続されている。各三角形の底辺は、（図２に示されているように）網の側壁２６に接続
される。
【００３０】
　この実施形態において、および他の実施形態においても、各部分（三角形および四角形
）の接続は、いくつかの方法によって行うことができる。１つの方法は、通常の結合ワイ
ヤを用いるものである。他の方法は、螺旋ワイヤまたはロープを互いに重なっている開口
に通すものである。さらに他の方法は、クリップを用いるものである。
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【００３１】
　代替的な実施形態では、８つの二等辺三角形の各々が、側壁の対応する部分と共に１つ
の単一片を形成するようになっている。従って、網は、８つの矩形状のチェーンリンクメ
ッシュ部分から形成されているが、これらの８つの部分は、側壁を形成すると共に、三角
形で終端しており、８つの三角形が底面を形成している。この代替的な実施形態では、底
部分と壁部分との間の継目が省略されることになる。
【００３２】
　図２の実施形態は、海に浮上している筏にケージが設置される場合に用いられるのに特
に適している。すなわち、いくつかのブイが予め固定されているケージが、船から直接海
に拡げられるようになっている。次いで、ケージは、ブイによって浮上している状態で保
たれ、ケージの上部が開けられ、筏に固定されることになる。
【００３３】
　前述の設計によるケージを組み立てる場合、すなわち、前述の設計による各部分を接続
する場合、組立は８つの側面の１つまたは該側面の一部から開始することができる。
【００３４】
　八角形状の底面は、最適な円形の底面形状に極めて近似している。好ましい実施形態で
は、八角形／多角形の底面の外接円の半径が、網の円形の上端の半径と等しくなっている
。容積の損失は、殆どまたは全くなく、深さを大きくする必要がないので、網の重量増大
が回避されることになる。加えて、筏の重量分布が均一なので、筏の変形が回避されるこ
とになる。他の実施形態では、八角形／多角形の底面の外接円が、網の円形の上端の半径
よりも小さくてもよいし、または大きくてもよい。
【００３５】
　図３は、本発明による水産養殖網の第２の実施形態３０を示している。この実施形態３
０は、円形の上端３２と、４つの頂角９０度の二等辺三角形３８ａ－３８ｄおよび十字状
に配置された正方形３９ａ－３９ｅからなる八角形状の底面３４と、を有している。網の
側壁３６は、円形の上端３２に接続された矩形メッシュである。三角形部分および正方形
部分は互いに接続され、かつ網の円形の底面３４に接続されている。八角形状の底面は、
先端が９０度の４つの三角形を必要としている。
【００３６】
　図３の実施形態は、浜にある筏にケージが設置される場合に用いられるのに適している
。すなわち、ケージは、干潮時に浜の上に拡げられ、その後、満潮時にケージの上に筏が
配置される。次いで、ケージの上部が持ち上げられ、筏に固定されることになる。
【００３７】
　前述の設計によるケージを組み立てる場合、すなわち、前述の設計による各部分を相互
接続する場合、組立は底面から開始することができる。
【００３８】
　代替的な実施形態では、十字状に配置された正方形３９ａ－３９ｅは、例えば、正方形
３９ａ，３９ｅ，３９ｃによって形成された単一の矩形部分を含んでおり、この単一の矩
形部分に、２つの正方形３９ｂ，３９ｄが加えられるようなっている。これによって、矩
形３９ａ，３９ｅ，３９ｃの内側の継目が回避されることになる。
【００３９】
　図４ａは、水産養殖網の第３実施形態４０を示している。この実施形態４０では、網の
底面４４（図４ｂ）は、１つの単一部分から作製された八角形４８である。
　この八角形の底面４８は、２つの方法によって作製することができる。
　第１の方法は、正方形の一片から開始されるものである。その後、４つの隅部４９ａ－
４９ｄが切除され、これによって、八角形の付加的な４つの側辺が形成されるとよい。図
４ｂを参照されたい。
　第２の方法は、八角形を直接作製するものであり、これによって、後行程における各片
の切除が回避されることになる。
【００４０】
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　他の実施形態では、網の多角形の底面部分またはこのような網の全体を形成するための
種々の形状のメッシュ片が用意されていてもよい。これらの例として、制限されるもので
はないが、矩形片、正方形片、三角形片、または多角形片が挙げられる。これらのメッシ
ュ片は、網の円状の底面側または網の円形の上端のいずれかに接続されるようになってお
り、この場合、底面の継目または側面の継目を部分的になくすことができる。
【００４１】
　メッシュは、好ましくは、付着および腐食に対する手段をさらに備えたチェーンリンク
メッシュである。
【００４２】
　本発明による水産養殖網は、４５度または９０度の角度で切断された１つまたは複数の
メッシュ部分を備える八角形の底面チェーンリンクメッシュを有している。
【００４３】
　図５は、矩形の形状にある標準的なチェーンリンクメッシュ構造体を示している。この
矩形形状は、チェーンリンクメッシュ構造体を作製するときの標準的な形状である。
【００４４】
　頂角４５度の三角形の形状にあるチェーンリンクメッシュ構造体を作製する場合、矩形
構造体が図５におけるのと同様に作製され、その後、チェーンリンクメッシュが図６に示
されているように切除されるとよい。代替的に、チェーンリンクメッシュ構造体を作製す
る際に、作業者が各チェーンリンクを先行するチェーンリンクよりも早くまたは遅く終端
させるようにしてもよく、これによって、切断作業の損失および材料の損失が回避される
ことになる。
　チェーンリンクメッシュ構造体を頂角９０度の三角形に作製する場合、図７に示される
ように、チェーンリンクメッシュが１つずつずれた網目で切除される。代替的に、作業者
が、各チェーンリンクの網目を、先行するチェーンリンクよりも１つ早く終端させるよう
にしてもよい。
【００４５】
　正八角形のチェーンリンクメッシュを１つの単一片から作製するに際して、正方形の４
つの隅部を４５度の角度で切断する場合、チェーンリンクメッシュは、図８に示されてい
るように、次のメッシュごとに切断されることになる。
【００４６】
　さらに他の実施形態では、本発明による水産養殖網は、折畳み可能になっている。本出
願人による国際出願公開第２００７／０３１３５２号パンフレットは、底壁、前壁、後壁
、左側壁、および右側壁を有する、折り畳まれている／折畳み可能な水産養殖網を作製す
る方法を記載している。側壁を形成しているいくつかの部分が、これらの部分の対角線に
沿って折り畳み可能であるかまたは折り畳まれている。折畳みの利点は、本発明の水産養
殖網を、チェーンリンクメッシュ構造体が作製された工場内で組み立てることができ、浜
または海まで搬送するために、トラック上に取り付けることができる点にある。
【００４７】
　水産養殖網は、折畳み可能な構造体または材料から作製されることが好ましい。このよ
うな網は、ポリエチレン、ポリエステル、またはポリアミドのようなポリマーから作製可
能である。また、このような網は、金属ワイヤ、例えば、鋼ワイヤのチェーンリンクフェ
ンスから作製されていてもよく、その場合、鋼ワイヤには、耐食性被膜および／または耐
付着性被膜が施されている。好ましくは、鋼ワイヤには、銅－ニッケル被膜が施されてい
る。ニッケルは、海洋環境において必要な耐食性をもたらすものであり、銅は、耐付着特
性をもたらすものである。チェーンリンクフェンス構造体は、いくらかの柔軟性を有して
おり、１つの鋼ワイヤを隣接する鋼ワイヤに対して位置ずれさせることを可能とするもの
である。国際出願公開第２００７／０３１３５２号パンフレットによれば、チェーンリン
クフェンスは、鋼ワイヤから作製されていても、対角線に沿って折畳み可能になっている
。
【００４８】
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　チェーンリンクフェンスは、銅合金ワイヤまたはチタンワイヤから作製されていてもよ
い。
【００４９】
　また、水産養殖網は１つまたは複数のロープ、例えば、樹脂被覆鋼ワイヤロープも備え
ている。これらのロープは、使用中に網を支持し、輸送中に網を保持するものである。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４ａ】
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【図４ｂ】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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